
『小学校英語教育学会誌』（JES Journal Vol.27）執筆要領 

 

本学会誌に投稿する原稿は，本「執筆要領」及び「投稿要領」，所定のテンプレートやサンプル

（学会 Web サイト「 JES 各委員会」 > 「学会誌編集委員会」ページ  [https://www.e-

jes.org/committee/journal/] に掲載）をよく確認の上，これらに従って作成すること。 

 

1．原稿の構成 

原稿の構成は，以下の (1)〜(10) の順番とする。ただし，(7) 及び (10) は必要に応じて記載す

るもので，必須ではない。 

構成 内容・注意事項等 

(1) 題目 和文原稿の場合には和文題目のみを，英文原稿の場合は英文題目のみを記入

する。ただし，学会誌の目次作成用に，和文原稿については投稿時に英文題

目の提出を求めるため，投稿前に用意しておくこと。 

(2) 執筆者氏名 姓・名の順に書き，姓と名の間に半角スペースを入れる。英文の場合，姓は

全て大文字で表記する。執筆者が複数の場合，1行毎に1名の執筆者を書く。 

(3) 所属機関名 和文原稿の場合は，執筆者氏名に続く全角丸括弧内に執筆者の所属機関名を

記入する。常勤職以外の場合は，その身分について，機関名の後に半角スペ

ースを置いた上で，非常勤の場合は「非常勤講師」，大学の学部生の場合は

「学部生」，大学院生の場合は「大学院生」と記入する。なお，現職教員の大

学院生の場合は，勤務先である所属機関名のみを記入する。英文原稿の場合

も，執筆者氏名に続く半角丸括弧内に，執筆者の所属機関名を記入する。常

勤職以外の場合は，その身分（Part-time lecturer / Undergraduate student / 

Graduate student）について，所属と身分の間に半角カンマ及び半角スペース

を挿入した上で記入する。 

(4) キーワード 3語とする。和文原稿の場合は日本語と英語のどちらでも可とし，英文原稿の

場合は英語のみ可とする。 

(5) 要旨 要旨の長さは10～15行とする。 

(6) 本文 本文には，(a) 目的，(b) 先行研究・実践，(c) 方法（倫理的配慮についての

言及を含む），(d) 結果及び考察 を含める。 

(7) 注 必要に応じて記載する。 

(8) 付記 謝辞及び利益相反に関する事項，並びに論文に関して付記すべき事項を記載

する（「投稿要領」「8. 投稿にあたっての倫理的指針」を確認すること）。 

利益相反がない場合，「なお，本論文に関して，開示すべき利益相反関連事項

はない（ The authors declare no conflicts of interest associated with this 

manuscript.）」等と記載する。 

JES ブロック共同研究発表に基づく論文の場合は，「本論文は JES 共同研究

委員会で選定された◯◯ブロック共同研究の成果発表である。」（○○はブロ

ック名）と記載する。 

(9) 引用文献 本文中に記載された「引用文献」の書誌情報を記載する。 

(10) 付録 必要に応じて記載する。 

2. 原稿の書式 

 以下の様式に従って執筆する。執筆に際しては，指定のテンプレートを使用するとともに，サ

ンプルを必ず確認すること。なお，最終的に発行されるJES JournalのサイズはB5判であり，原稿



が写真印刷にて縮小されることに留意して原稿を作成すること。 

(1) 原稿の総ページ数 

原稿の総ページ数は，題目，執筆者氏名，所属機関名，キーワード，要旨，本文，注，付記，引

用文献，付録，図表等を全て含めて6ページ以上，16ページ以内とする。 

(2) 用紙サイズ及び行数と1行の文字数 

用紙  A4 判，縦置き，横書き，45 字（英文の場合は半角 90 字）×38 行 

余白  上 25mm，下 25mm，左 25mm，右 25mm 

以上は，本文だけでなく，注と引用文献にも適用される。ただし，図表，付録については，行間

等を適宜調整してもよい。 

(3) ページ番号 

ページの下部（フッター）中央に，算用数字でページ番号をつける。 

(4) フォント・サイズ・書体・配置 

以下の書式に従うこと。 

項目／ 

原稿タイプ 
和文原稿 英文原稿 

題目 

MS明朝（数字及び英語はTimes New 

Roman）・18ポイント・中央揃え 

 

• 副題は，ダッシュ（―：「ダッシュ」

と入力して変換したもの）の中に

表記し，ダッシュの前後には半角

スペースを置く。 

Times New Roman・18ポイント・中央揃

え 

 

• タイトルケース（題目，副題の最初

の語及び主要語と4文字以上の語

の最初を全て大文字で表記する。

小文字で始めるのは3文字以下の

接続詞，冠詞，前置詞とする。）を

用いる。 

• 副題は，題目に続いてコロン  (:) 

を打ち，半角スペースを空けたの

ち，タイトルケースで表記する。 

執筆者氏名

及び所属機

関名 

MS明朝（数字及び英語はTimes New 

Roman）・14ポイント・中央揃え 

 

• 所属機関名は，氏名の後ろに置く

全角丸括弧内に記載する。 

Times New Roman・14ポイント・中央揃

え 

 

• 所属機関名は，氏名の後ろに置く

半角丸括弧内に記載する。 

キーワード 
MS明朝（数字及び英語はTimes New 

Roman）・12ポイント・中央揃え 

Times New Roman・14ポイント・中央揃

え 

要旨見出し 
MSゴシック・12ポイント・ボールド体・

中央揃え 

Times New Roman・12ポイント・ボール

ド体・中央揃え 

本文 

セクション

見出し 

MSゴシック・12ポイント・ボールド体・

中央揃え 

 

• 見出し前後には1行ずつ行スペー

スを設ける。 

Times New Roman・12ポイント・ボール

ド体・中央揃え 

 

• 見出し前後には1行ずつ行スペー

スを設ける。 

本文 

小見出し 

MSゴシック・12ポイント・ボールド体・

左揃え 

 

Times New Roman・12ポイント・ボール

ド体・左揃え 

 



• 見出し前のみ1行スペースを設け

る。 

• 見出し前のみ1行スペースを設け

る。 

本文及び 

注，謝辞，

引用文献 

MS明朝（数字及び英語はTimes New 

Roman）・10.5ポイント・両端揃え 

Times New Roman・12ポイント・両端揃

え 

 

• 引用文献一覧における題目の表記

はセンテンスケースを用いる。 

図表，付録 
MS明朝（数字及び英語はTimes New 

Roman）・10〜10.5ポイント・左寄せ 

Times New Roman・10〜12ポイント・左

寄せ 

行スペース MS明朝・11ポイント Times New Roman・11ポイント 

(5) 表記ルール 

以下の表記ルールに従うこと。 

内容／ 

原稿タイプ 
和文原稿 英文原稿 

算用数字 
全て半角表記とする。 全て半角表記とす

る。 

句読点 
全角の「，」「。」を用いる（ただし引用文献に関する表記は

その限りでない）。 

半角の「,」「.」を用

いる。 

括弧 
文中で使用する（丸括弧）や「カギ括弧」は全角を用いる。 

引用文献一覧の年号のみ半角の(丸括弧)を使用する。 

全て半角表記とす

る。 

漢字 

漢字変換の際，難解すぎる漢字に自動的に変換されていな

いかを確認すること。 

（例えば，「公文書における漢字使用等について」では「か

つ」「したがって」「ただし」「ところが」「また」「ゆえに」

などは原則ひらがなを使用することとなっている。） 

―― 

(6) 図表 

図表番号には半角算用数字を用いる。図表番号及び図表タイトルは図表の上に左揃えで配置し，

2 行に分けて記載する。英文原稿においては図表番号をボールド体，図表タイトルをイタリック

体にする。図表は図表番号，タイトルと共に左寄せする。図表は原則として本文中の該当箇所に

配置し，出来るだけ複数ページにまたがらないようにする。図表は写真データ（スクリーンショ

ット等）ではなく，編集可能なデータを用いる。学会誌の刊行は白黒印刷となるため，カラーを

含むものはグレースケールで処理する。図表に注を付す場合は図表の下に左揃えとし，以下の例

に倣って記載する。英文原稿においては Note(s). をイタリック体にすること。 

 表記例は以下の通りである。 

項目／原稿タイプ 和文原稿 英文原稿 

図表番号とタイトル 
表1 

事前テストの結果 

Table 1 

Results of the Pre-test 

図表の注 
注 どちらのテストも満点は24

点であった。 

Note. Both tests had a maximum 

available score of 24. 

(7) 引用文献の書式 

引用文献（一覧）には，本文中で引用された文献を記載する。順序は，和書と洋書の文献を

混ぜて，著者名のアルファベット順に書く。和文論文は引用文献の出版年についてのみ，半角

の(丸括弧)を使用し，その後ろに半角のピリオドを打つ。洋書の文献については，Publication 

Manual of the American Psychological Association (American Psychological Association) の第7版に準



拠する。その他は，下記を参照すること。なお，例に挙げた文献は（サ）以外は架空のものであ

る。 

（ア）紀要等の論文集の場合 

磐梯二郎 (1980).「発達段階に応じた英語指導法 ―書くことの活動に焦点を当てて― 」『英

語教授法』第2号，第1巻，211–219． 

（イ）単行本の場合 

  磐梯二郎（監修）(1958).『英語の歴史』東南書店． 

（ウ）単行本の中の論文の場合 

白河明士 (2003).「第 2 章 3 節 4 技能の統合的教授法」山城護郎・筑波太郎・平泉一吉（編）

『21 世紀の英語教育研究』(pp. 101–126) 太平洋書店． 

（エ）雑誌論文の場合 

長野三郎 (1997).「Native Speaker の研究」『20 世紀の英語教育』8 月号，1–13．武山書店． 

（オ）著者が複数いる場合 

琵琶真一・青森明彦・Stephen, D. H. (1986).「英語でコミュニケーションをする生徒の特徴」

『猪苗短期大学紀要』第 1 号，第 2 巻，27–46. 

（カ）同じ著者の文献が連続する場合 

黒木賞三郎 (1996).『英語評価論の変遷』大名書店． 

黒木賞三郎 (2008).『英語学習者の動機づけに関する研究』開運堂書房． 

（キ）文部科学省（文科省）関係書籍の場合： 

文部科学省 (1999). 『効果的英語コミュニケーションを目指した指導と評価』（中学校外国語

指導資料）開運堂書房． 

（ク）単行本の場合（本のタイトルはイタリックにする） 

Carter, R., & McCarthy, M. (1988). Vocabulary teaching. Wiseman. 

（ケ）雑誌論文の場合（雑誌名及び号数はイタリックにする） 

King, J. A. (1996). The role of episodic memory. SELE Quarterly, 22(2), 17–39.  

（コ）[英文原稿]での注意（和文図書は書名をヘボン式ローマ字で記載し，英訳をつける。） 

Kusatsu, S. (2000). Nihon no rekishi [Japanese history]. Shinzanshoten. 

（サ）文部科学省 (2017).『小学校学習指導要領（平成29年告示）解説外国語活動・外国語編』

https://www.mext.go.jp/content/20201029-mxt_kyoiku01-100002607_11.pdf  

(8) その他 

• 英文原稿及び英文題目は，英語母語話者または同等の英語力を有する者によるチェックを投

稿前に受けておくこと。 

• 統計処理を用いた論文は，必要に応じて統計の専門家のチェックを投稿前に受けておくこと。 

本執筆要領に特に定めがない事項に関しては，原則Publication Manual of the American 

Psychological Association (American Psychological Association) の第7版に準拠すること。 

3. 投稿用原稿 

• 「投稿要領」に記載の通り，完全原稿である「事務局保管用原稿」及び，執筆者情報を秘匿

した「査読用原稿」を，Word及びPDF形式で作成すること。 

• 査読用原稿における情報秘匿箇所は，当該文字数に対応する数のX（英語大文字）で置換する

こと。なお，置換前の記述に必要な行数が維持されるよう留意すること。例を以下に示す： 

本文   太平（2000）→XX（XXXX） 

引用文献 太平太郎 (2000).『小学英語』AZ書店.→XXXX (XXXX). XXXXXXXXXX. 

                                   [匿名化のため，文献リストの最後尾に配置すること] 

• 投稿フォームには，投稿者情報等の入力欄や，様式等に関する確認項目が設けられている。

投稿前にはこれらの項目や，本「執筆要領」及び「投稿要領」を十分確認すること。 


